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白
浪
や
累
累
と
し
て
落
椿

　
　
　
　
　 

今
瀬
　
多
代
美

古
寺
の
床
の
き
し
み
や
寒
紅
梅

　
　
　
　
　
　 

綿
引
　
英
子

満
月
の
裏
庭
で
あ
り
猫
の
恋

　
　
　
　
　 

中
野
　
千
賀
子

雛
祭
白
酒
飲
ん
で
ほ
ろ
と
酔
ひ

　
　
　
　
　
　
　 

森
　
静
江

風
に
な
ほ
固
さ
残
れ
り
福
寿
草

　
　
　
　
　
　 

瀬
谷
　
博
子

巻
尺
の
ま
つ
赤
な
目
盛
り
春
の
土

　
　
　
　
　
　 

竹
内
　
幸
子

 

訃
報
欄
ま
ず
目
を
通
し
紙
面
見
る

　
　
　
　
　
　 

富
田
　
多
蔵

里
帰
り
土
産
の
品
は
紙
パ
ン
ツ

　
　
　
　
　
　 

車
田
　
綾
子

弥
栄
の
年
号
待
ち
や
ド
キ
ド
キ
し

　
　
　
　
　
　
　 

川
原
　
清

今
年
も
ま
た
春
告
げ
草
は
ひ
っ
そ
り
と

　
　
　
　
　
　 

飯
村
　
孝
一

ず
っ
し
り
と
大
地
踏
み
し
め
寒
立
馬

　
　
　
　
　
　 

田
口
　
勝
元

児
童
ら
の
祝
い
太
鼓
や
年
の
明
け

　
　
　
　
　
　 

岩
下
　
金
司

走
り
根
に
乱
れ
る
歩
幅
息
白
し

　
　
　
　
　 

仲
田
　
ま
ち
ゑ

梅
が
香
や
臨
時
列
車
の
停
留
所

　
　
　
　
　
　 

寺
門
　
孝
子

人
事
と
遠
景
に
見
て
た
老
老
介

護
明
日
は
我
が
身
と
心
強
固
に

　
　
　
　
　
　 

薗
部
　
光
子

冬
の
空
露
天
風
呂
か
ら
見
上
げ
れ

ば
飛
行
機
雲
が
旅
路
を
さ
そ
う

　
　
　
　
　
　 

富
田
　
欽
子

待
ち
望
め
る
皇
太
子
様
の
御
即

位
大
和
の
国
は
弥
栄
え
ゆ
く

　
　
　
　
　
　 

矢
次
　
洋
平

余
生
な
る
こ
れ
か
ら
の
日
々
記
し
ゆ

か
む
真
新
な
る
日
記
帳
を
開
け
り

　
　
　
　
　 

渡
辺
　
千
紗
子

凍
て
つ
け
る
庭
端
の
土
を
も
ち
上

げ
て
水
仙
の
芽
は
顔
出
し
て
居
り

　
　
　
　
　
　
　 

枝
　
不
美

六
年
間
共
に
学
び
し
大
町
の
友

も
逝
き
た
り
家
族
の
こ
し
て

　
　
　
　
　
　
　 

島
　
愛
子

ラ
ン
ド
セ
ル
背
負
い
て
く
る
り
と
振

り
向
き
ぬ
末
孫
の
顔
少
し
は
に
か
む

　
　
　
　
　
　 

信
田
　
育
子

小
六
の
男
孫
と
ボ
ー
ル
を
投
げ
合

い
て
届
く
ボ
ー
ル
に
逞
し
さ
覚
ゆ

　
　
　
　
　 

萩
谷
　
登
喜
子

ろ
う
梅
の
香
に
誘
わ
れ
て
庭
に

出
づ
冬
日
明
る
き
今
日
は
節
分

　
　
　
　
　 

冨
田
　
佐
智
子

　庭
中
の
野
村
も
み
ぢ
の
七
変
化

年
に
幾
度
も
彩
り
変
へ
る

　
　
　
　
　
　 

所
　
美
惠
子

年
賀
状
を
受
け
て
懐
か
し
き
面

う
か
び
松
竹
梅
の
み
な
美
し
く

　
　
　
　
　
　 

山
形
　
式
妙

平
成
は
今
年
で
最
後
新
し
い
年
号

は
い
か
な
る
名
義
と
な
る
ら
む

　
　
　
　
　 
杉
山
　
み
ち
こ

先
駆
け
る
ロ
マ
ン
を
持
ち
し
鮭

一
尾
正
月
料
理
に
挑
戦
し
た
り

　
　
　
　
　
　 

大
森
　
久
子

菜
園
の
寒
さ
に
耐
え
し
冬
菜
摘

み
食
ぶ
る
に
我
も
力
湧
き
く
る

　
　
　
　
　
　 

佐
川
　
あ
や

城
里
町
の
文
化
財
さ
ん
ぽ（
四
六
）

町
指
定
文
化
財（
史
跡
）

「
平
治
館
跡｣

▲平治館跡（国道123号方面から撮影）

や
か
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へ
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じ

ま
る

で

ほ
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さ
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の
う
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ょ
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ま
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ょ
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じ
ょ
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ぶ
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し

ま
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も
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ほ
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か
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へ
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町
指
定
文
化
財
「
平
治
館
跡
」
は
、

ヘ
イ
ジ
ガ
タ
テ
と
も
呼
ば
れ
、
別
名
を

出
丸
城
ま
た
は
土
丸
城
と
い
い
ま
す
。

北
方
台
地
東
端
の
洞
作
と
滝
ノ
上
に
挟

ま
れ
た
舌
状
の
突
出
地
に
位
置
し
、
南

側
と
北
側
は
深
い
谷
津
、
東
側
は
比
高

約
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
崖
と
低
湿
地
に
護

ら
れ
て
い
ま
す
。
広
大
な
徳
化
原
に
続

く
西
側
に
は
、
高
さ
約
二
メ
ー
ト
ル
の

土
塁
を
築
い
て
防
御
施
設
と
し
、
そ
の

南
端
に
出
入
口
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

平
治
館
の
築
造
者
や
時
期
に
は
、
諸

説
あ
り
ま
す
。

　
『
水
府
史
料
』（
江
戸
時
代
）は
、「
ヘ
イ

ジ
は
平
氏
の
事
で
、
常
陸
平
氏
の
一
族

で
あ
る
大
掾
氏
が
こ
こ
に
住
し
た
の
で

あ
ろ
う
」と
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
寛

文（
一
六
六
一
〜
一
六
七
三
年
）以
前
、

こ
の
場
所
に
、
大
掾
氏
一
族
の
石
毛
荒

四
郎
政
幹（
平
安
時
代
中
期
）を
祀
る
荒

人
神
社
が
存
在
し
た
こ
と
を
あ
げ
て
い

ま
す
。

　
『
桂
村
の
文
化
財
』（
昭
和
五
八
年
）で

　
は
、「
南
北
朝
時
代
に
佐
貫
氏
が
築
き
、

後
に
穂
高
平
治
が
居
住
し
た
。
天
正（
一

五
七
三
〜
一
五
九
二
年
）年
間
の
頓
化

原
合
戦
の
と
き
は
大
山
家
の
出
丸
城
で

あ
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
佐
貫

氏
に
つ
い
て
は
不
明
で
す
が
、
穂
高
平

治
は
、『
頓
化
原
合
戦
記
』（
江
戸
時
代
）

に
、
石
塚
・
小
場
連
合
軍
の
攻
撃
に
備

え
て
土
丸
城
の
砦
を
固
め
た
大
山
方
の

武
将
の
一
人
と
し
て
登
場
す
る
、
保
高

平
治
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

平
治
館
の
築
造
者
や
そ
の
年
代
等
に

つ
い
て
は
、な
お
検
討
を
要
し
ま
す
が
、

戦
国
時
代
に
は
大
山
城
の
出
城
と
し
て

の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
は
確
か

な
よ
う
で
す
。
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た


